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ニュッサのグレゴリオス『モーセの生涯』における  の思想 1

土　井　健　司

１．はじめに
　

　ニュッサのグレゴリオスの『モーセの生涯』2 において （声・音）がどこで

使われ、どのような意味を担っているのか、これらを調査し、考察することで、グレ

ゴリオスが についてどのような思想を有していたのかを明らかにすることが、

ここでの研究の目的となる。

　いつものようにギリシア語文献のオンライン上のデータベースである TLG を用い

て用例を集めるが、その際 - を入力して検索を行った。その結果、変化形毎に分

けてみると、 （複数・主格）が 2 例、 （複数・与格）が 1 例、 （複数・

対格）が５例、 （単数・主格）が 14 例、 （単数・与格）が６例、 （単数・

対格）が 10 例、 （単数・属格）が 13 例、そして （形容詞）が１例、

合計 52 例が確認された。これら 52 例についてその用法を確認したのが、表１となる。

以下随時この表を参照することを前提として進めて行く。また『雅歌講話』において

と同様、一つひとつの用例における の意味を確認するにとどまらず、文脈でと

らえる必要のあるものもあることも指摘しておきたい 3。

　なおこのような研究方法は、いわゆる人文学的な読書とは異なり、いわば『モーセ

の生涯』をひとつの対象物に見立ててこれを切り刻むような行為であって、どこかサ

イエンスの実験的なところがある。しかしそれでも、そのようにして初めて見えてく

る事柄もあるのであって、その限りでこのような方法にも意味があると考えている。

1  この論文は、2023 年 9 月 7 日に日本基督教学会学術大会（上智大学）において同じタイトルで口頭発
表した原稿に修正し加筆したものとなっている。なお同年 10 月 25 日の関西学院大学の神学研究会に
おいては先の口頭発表したものと同じ内容を口頭発表していることも付記しておきたい。

2  使用したテクストは、次の通り。J. Danielou, s. j. Gregoire de Nysse La vie de Moise, SC1, Paris, 1968.
適宜参照したのは GNO VII, Pars I に所収の H. Musurillo ed., Gregorii Nysseni De vita Moysis(Leiden, 
1964) である。翻訳としては上記ダニエル ― による仏語訳、また英訳（A. J. Malherbe, E. Ferguson tr., 
Gregory of Nyssa The Life of Moses, The Classics of Western Spirituality, Paulist Press, 1978）、そして日本語
訳（谷隆一郎訳「モーセの生涯」、『キリスト教神秘主義著作集１　ギリシア教父の神秘主義』所収、
教文館、1992 年、7―136 頁）を参照した。

3  『雅歌講話』におけるフォーネーについては、次の拙論を参照。「ニュッサのグレゴリオス『雅歌講話』
における「声」の神学」、『基督教学研究』第 42 号、2023 年、23―67 頁．
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　ところでグレゴリオスの著作全体における の用例と用法については以

前に研究を明らかにしているが 4、その論文での成果と、今回対象を『モーセの生涯』

に限定しつつも、しかし 全般について調べた結果とを比較して、前の論文に誤

りがなかったのかどうか、最初に確認しておきたい。

　用例としては、第一部 11 節、同 12 節、第二部 165 節、同 219 節、同 220 節、同 232 節、

同 246 節、同 250 節、同 254 節、同 319 節、以上 10 個所に確認されるが、前の論文

の表と同一となっており、用法についても同じ結論が確認される。つまりこれらにお

ける はいずれも聖書箇所を指示している点で共通している。イザヤ書 51

章 2 節（第一部 11 節、同 12 節）、出エジプト記 20 章 21 節（あるいは詩編 17 編 12 節）、

出エジプト記 33 章 11 節、そして出エジプト記 33 章 18 節から 23 節（いずれかの節）

を意味するものが第二部 165 節、同 219 節、同 220 節、同 232 節、同 246 節、同 250 節、

同 254 節となり、そして出エジプト記 33 章 12 節と 17 節を指すのが第二部 319 節の用

例となる。これらに共通するのは聖書箇所を指示することである。さらに踏み込んで言

えば聖書における科白を指す傾向があると指摘することはできるかもしれない。いずれ

であれあくまでも聖書に記されている言葉が「神の声」（ ）と記されている

のである。

　なお反対に聖書箇所を指示する場合はすべて「神の声」と記されているわけでは

ないことは確認しておきたい。この点について『モーセの生涯』第一部の序論にみ

られる用例を確認してみたい。11 節の冒頭で「ところでこれについて聖書を相談相手と

して用いる・・・というのもイザヤを通して神の声は・・・聖書はこれをアレテーの外を彷

徨っている人びとに向けて命じている。」とあるが、ここで最初に「聖書」と訳したのは

であり、「神の声」は 、そして三つ目の「聖書」は で

ある。三つ目の「ロゴス」は御言葉（即ちキリスト）と訳すことも可能であるとは言

え、ここで三つの言葉をグレゴリオスは使っている。さらに 14 節の冒頭にある「ロ

ゴス」（ ）は文脈上「聖書」を意味するのであり、また 15 節冒頭には「神的

書物」（ ）も用いられている。こうした同一文脈において同じ「聖書」

を表現するのに三つの言葉が使われており、これら三つに有意な相違を確認するのは

難しい。敢えて言えばここでは「神の声」（ ）は預言者イザヤの発した言葉、

つまり科白のニュアンスで使われていると見てよいだろう。しかし先述の拙論でも明

らかにしたように、 が必ずしも科白の箇所のみで用いられているわけでは

ない。なお以下で はフォーネーと表記して進めて行きたい。

4  拙著「ニュッサのグレゴリオスにおける『神の声』の用例と用法」、『神學研究』第 68 号、2021 年、
29 － 39 頁．
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２．第一部におけるフォーネーの用法

　周知のように『モーセの生涯』は二部構成をとっている。この著作の意図は、モー

セを理想の生の範型として描き、キリストに従ったアレテー（有徳）の生の営みを示

すことにあるが、第一部では 1 節から 15 節までの序論につづいて、モーセの人生が

簡潔に確認されていく。その際用いられているのは出エジプト記と民数記であり、そ

の最期については申命記 34 章が使用されている。そして第二部では第一部で確認さ

れたモーセの生涯を振り返りつつ、アレテーの生、完全なる生の道程を描いていく。

ただし、そもそもその道程は一様ではないのであって、モーセの事例もただ一つの範

例にすぎない。従ってグレゴリオスは決してシステマティックな視点からステレオタ

イプなものを提示しようとはせず、2 節に記されているように、丁寧にモーセの生涯

を追いつつ、都度アレテーの生に有益となるような解釈を提示していくのである。

　以上のような構成をとる『モーセの生涯』においてその第一部では、「声・音」は

どのように用いられているのであろうか。第一部の用例数は 13 個所であり、次のよ

うに内容となる。まず聖書は全く関係のない用例は第一部の冒頭（1 節）に見られる。

馬車レースに熱狂する観衆が上げる「喚声」に言及され、アレテーの生に熱心に努め

る若者を応援する様子が描かれている。また序文に見られる用例はいずれもイザヤ書

51 章 2 節のことを指して「神の声」とされている（11 節、12 節）。

　序文に続くモーセの生涯を描くところでは、まずモーセが最初に神の啓示を受けた

燃える柴の場面で「光の声」と記し（出エ 3 章 5 節）、履き物を脱ぐように促された

ことを説明する（20 節）。さらにエジプト軍の追っ手におびえるヘブライ人たちを励

ますモーセを指して、彼は「声と言葉」（ ）によって人びとを

励ましたと言われる。該当する聖書箇所は出エジプト記 14 章 13 節であるが、ここで

モーセは「恐れてはならない・・・」と声を出して励ましており、フォーネーに人を

励ます力を読み取っているのであろう。また民数記 22 章以下に見られるバラムとロ

バの物語において、バラムに向かったロバの語り（民 22 章 28 節以下）がフォーネー

と呼ばれ、またバラムがヘブライ人に向けて語った託宣（民 24 章 3 節以下）につい

てもフォーネーが用いられている（74 節）。

　『モーセの生涯』第一部においてフォーネーが最も多く用いられているのが 44 節と

なる。そこでは出エジプト記 19 章に登場するシナイ山での「音」、つまり雷鳴につい

ての説明のなかで 6 個所にわたってフォーネーが用いられている。以下 44 節を訳出

しておきたい。

　視覚を通した現象のみが魂を驚愕させるのみならず、聴覚を通したものも恐怖をもたらすの
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であって、天からのフォーネーがその下にあるすべてのものを驚かせたのであった。その最初

の一撃でも皆の聴覚には耐えがたく、不快であった。それは別種のラッパの響きのようであっ

たが、そのフォーネーの重圧と驚愕とはその種のあらゆる楽器を超え出ており、近づくにつれ

ますます恐ろしいものとなり、増し加わることで常により驚くべきものへとその響きを増大さ

せていった。そのフォーネーそのものは、神の力によって、音声器官なしに空気が言葉を分節

化することで、分節化されていた。その言葉は無秩序に発せられていたのではなく、神の掟を

制定していた。しかもそのフォーネーは進むにつれて増大し、そのラッパは後続のフォーネー

が前の音を常に凌駕することで自らを超え出ているのであった。5 

　以上となるが、ここには下線を引いた 6 個所でフォーネーが用いられている。聖書

に記されている声・音の解釈として展開しているものであるが、ラッパの音あるいは

雷鳴であればここでのフォーネーは「音」となるが、しかしグレゴリオスはこれを十

戒の制定とつなげることで、分節化された言葉、つまり意味をもった「声」として解

釈しているのは注目される。「音声器官なしに」というのも、喉や口なしにというこ

とであり、「声」のニュアンスを示唆している。さらに 19 節を踏まえて、この声がま

すます大きくなっていったという。こうした増大という点は第二部でも繰り返し指摘

され、論じられることになる。

３．第二部におけるフォーネーの用法

　第二部は、第一部を踏まえてその観想が展開されていくが、第一部との関連性は厳

格なものではない。つまり第一部で素描された出来事一つひとつの観想が第二部で詳

細に展開されているわけでもない。たとえば第二部では有名なエペクタシス論が論じ

られ、これは主として出エジプト記 33 章 18 節から 23 節をもとにして展開していく。

しかし第一部ではこの聖書箇所は取り上げられておらず、第一部の中には対応するも

のが認められない。他に第一部にあるのに第二部には対応するものがない場合もあり、

第一部と第二部の関連性、連続性は厳格なものとして構想されてはいない。まずこの

点を確認しておきたい。

5 -

-

-
-

-
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　第二部におけるフォーネーの用例を考察すると、第一にすべての用例において聖書

との関連でフォーネーが使われていると指摘できる。聖書との関連というのは、まず

は引用としてである。以下その一覧を挙げる。

　20 節（ヨハネ福音書 14 章 6 節、8 章 12 節）、31 節（ヨハネ福音書 3 章 14 節）、35

節（出エジプト記 5 章 2 節）、165 節（出エジプト記 20 章 21 節）、184 節（第一テモ

テ書 3 章 15 節）、207 節（出エジプト記 32 章 26 節）、213 節（出エジプト記 32 章 29

節）、254 節（出エジプト記 33 章 20 節）、277 節（ヨハネ福音書 12 章 14 節）、294 節（マ

ルコ福音書 1 章 24 節）、319 節（出エジプト記 33 章 12 節、17 節［LXX のみ］）、以

上が聖書の言葉を引きつつそれをフォーネーと表現するものとなる。

　他には聖書箇所を指してフォーネーに言及するか、あるいは聖書箇所の説明として

何かしらフォーネーに言及するものがある。たとえば 55 節では演説の準備のない者

が不用意に人前で声（フォーネー）を出すべきでないというが、それは出エジプト記

5 章 6 節以下の記事を指し、モーセがファラオを説得できず、逆効果であったことを

注釈して記されている。また 62 節に「神の福音と使徒の至高なる声によれば」とあ

るが、パウロの声とは第一コリント書 3 章 12 以下節を指しており、終末時の火のこ

とを述べた行となる。また 214 節では具体的な聖書箇所は明示されないが十戒の条文

を指してフォーネーが使われている。少し興味深いのは、実際には声に出していない

が、心の声が想定される場合に、フォーネーが使われている。118 節ではエジプトか

ら脱出したヘブライ人たちを率いたモーセについて論述されるが、そこでこのような

冒険に満ちた引率は心において神と対話していなければ不可能であるとグレゴリオス

は言う。そこで声には出ていなくとも、心の声が神に届いていたという。これは声な

き声についての観想になっている点が興味深い。また法の授与者モーセの言葉を指し

て、「法の声」という表現が 207 節と 213 節に見出せる。またこの文脈において同名

異義を説明する場合にもフォーネーが使われているが、これもモーセの兄弟アロンに

関する注釈となっている（210 節）。

　第一部 74 節で取り上げられたバラムのロバの記事について、第二部では 293 節か

ら 296 節にかけてその解釈が展開されており、その中で何度かフォーネーに言及され

ている。そこでは第一部と同様バラムのロバの言葉がフォーネーとされている（293

節に二箇所）。ただしグレゴリオスはこれら出来事を何か悪魔的なものと見なしてい

る。そのため続く 294 節ではバラムと同様の事例が紹介されつつ「悪霊どもの声」

（ ）と述べて、マルコ福音書 1 章 24 節が引用されている。し

かしバラムの言葉は決して害をもたらすフォーネーとならず、むしろバラクに対する

託宣として「主が呪いをかけぬ者に、どうしてわたしが呪いをかけられよう」（民 23

章 8 節）との声を上げたという。
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　第一部において繰り返しフォーネーが使われていたシナイ山での啓示について、第

二部でも 152 節から 167 節まで取り上げられており、８箇所でフォーネーが使われて

いる。その大半はラッパの音（フォーネー）であって（152 節、158 節、159 節［3 回］、
167 節）、グレゴリオスにはこのラッパの音がよほど印象的であったことを示してい

る。ただしこのラッパの音については、
1）分節化された言語、つまり声として理解されていること、
2）特に出エジプト記 19 章 16 節に拠り、この音（声）が徐々に大きくなっていった

　　こと、

　以上の二つがグレゴリオスの解釈の特徴となっている。この二点をもとにアレゴ

リカルな解釈が展開するが、159 節では救済史的な視点から、最初の音が律法と預言

だとされ、これでは音が小さくユダヤ人には分からなかったとされ、そこで最後の

音、つまりイエスによる福音宣教がなされるようになったという。こうした救済史的

観点、歴史的観点と同時にアレテーの進捗としても解釈される（152 節）。同様に 167

節ではアレテーにおけるモーセの歩みが解釈され、ラッパの音が大きくなるとともに

「常に自己よりいっそう高いものへとなって行く」（
）とされる。ここに暗闇とともにエペクタシス的解釈があらわれている。この著作に

おいてモーセの人生が選ばれたのは、その生の歩みが出エジプトという出来事ととも

に描かれているからであり、モーセという聖書の偉人がグレゴリオスにとって完全な

る生の理想であったからに他ならない。この点については出エジプト記 33 章 11 節を

もとに 219 節にも確認できるが、319 節においては次のように述べられている。

　モーセが可能な限りでの完全に到達したことの証言として（神が）彼について語っている「わ

たしは誰よりも汝を知っている」という神の声以上に信頼すべきものが見いだされるであろう

か。さらに神ご自身によって「神の友」と名付けられており・・・。明らかにこれらすべての

証拠は、モーセの生が完全性の山の頂に到達したことを示している。6 

　もちろんここでいう「完全性」とは到達した（静止）状態のことではなく 7、さら

6

7  絶えず進み行くという動態が完全性であるという思想は、『モーセの生涯』の序論において論じられて
いる（第一部 5節から 10節）。グレゴリオスは、事物の場合は何かの限界に区切られることで完成す
るが、しかし生や善というものは何らかの境界で区切られることで完成することはないという。たと
えば生は死によって、善は悪によって区切られるのであるから、死や悪に区切られることで生も善も
完成するのではない。むしろ反対物によって区切られることなく、止まることなく進み行くこと、増
大することその動態自体が、生や善にとっては完全性を意味するという。生きること、善であること
は不断に止まることなくそうあり続けることにこそその本態があるという。同様に第二部234節も参照。
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にさらにより良いものとなって行く、その動態を指して述べられていることは指摘す

るまでもない。

　『モーセの生涯』にはグレゴリオスのエペクタシス論が詳述されているのだが、

フォーネーとはどのようにかかわっているのだろうか。『モーセの生涯』第二部 219

節から 255 節までひとつのまとまった部分であり、所謂「エペクタシス論」が論じら

れるとされる。ここでは出エジプト記 33 章 18 節に記されているモーセの願望（神の

栄光を現わして欲しい）に対して、神がモーセに神の顔を見ることはできないと否定

しつつ、その願望を叶えるのはどのようにしてなのかが論じられる。グレゴリオスは

ここで神はモーセの願いを拒否しつつ（顔を見ることができない）、しかし別の仕方

でその願いを叶えるという。それがエペクタシス論として展開するのである。

219 節－ 223 節：問題設定（フォーネーは、219 節、220 節の両節に三回）

224 節－ 227 節：モーセは絶えずより大きな者に成っていく

228 節－ 231 節：モーセの歩み

232 節－ 239 節：大胆な願望と神への無限なる歩みの必要（232 節）

240 節－ 255 節：「場所」「岩」とは何か（246 節、249 節、250 節、254 節に各一回）

　この大きな文脈においてフォーネーは 7 回使われているが、しかし何か全体で一つ

のまとまりのある意味を担っているわけではない。その使い方は多様である。219 節

では「神の声」として出エジプト記 33 章 11 節の神とまみえて話をした記事が指示さ

れており、220 節では「天からの声」として出エジプト記 33 章 18 節から 23 節の概

要が記されている。そして同節の「神的な声の約束」とは後にあらためて論じたい。

232 節はおそらく出エジプト記 33 章 20 節あるいは 23 節を暗示したものとなっている。

246 節は出エジプト記 33 章 21 節の「場所」のことを指す。249 節ではイエスの言葉

を暗示しており、それはイエスが自らを道と呼んだことに言及している（ヨハネ福音

書 14 章 6 節）。250 節は後述するが、254 節では出エジプト記 33 章 20 節に記されて

いる神の顔を見て生きることはできないが指示されている。以上それぞれの文章の流

れの中でフォーネーに言及されており、全体として何かの意味・思想があるとは思え

ない。

４．出エジプト記 33章 23 節とフォーネー

　以上エペクタシスを論じた 219 節から 255 節までの文脈において、フォーネーには

何か統一的な意味は認められないものの、それでもどこか聖書との関連性を示してい

る。しかしこの中で 250 節のフォーネーは実はいささか奇妙な用例となっている。そ

こでは聖書箇所を指示しているようでいて、聖書には確認されないもの、対応箇所の
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ないものを含んでいる。以下訳出してみる。

　というのも、神の背中にまといつく者にとりその右手の守りがあると言われているように、

その手は、岩の中で神の声を待ち、背中に従おうと祈る者にふれるものであった。8

　文脈としては出エジプト記 33 章 21 節から 23 節の観想を行っているが、ここに見

られる「岩の中で神の声を待ち」は聖書のなかに対応するものがない。当該箇所で神

は声を発するものではない。しかしグレゴリオスは、岩の中でモーセは神の声を待ち、

岩から出てその背後を見る、すなわち聴従していくという。ちなみに「七十人訳」で

は出エジプト記 33 章の当該箇所は次のように記されている。

 

　見よ、ひとつの場所がわたしの傍らにある。おまえはその岩の上に置かれる。わたしの栄光

が通り過ぎるとき、わたしはおまえを岩の割れ目の中に入れ、わたしが通り過ぎるまで、おま

えを私の手で覆う。そしてわたしは手を離す。そのときおまえはわたしの後ろ姿を見るが、わ

たしの顔はおまえには見られない。9 

　グレゴリオスが読んだ聖書はこの「七十人訳」と考えるのが自然であるが、私たち

の手元にある「七十人訳」のテクストでは、その異読表を含めて通り過ぎたところで

神はモーセに声をかけることはない 10。ところがグレゴリオスはここで神の声を読み

込むのである。こうした付加はただの筆の勢いでは説明できないし、偶然の産物とも

言えないだろう。

　この付加については、フォーネーとは別の観点、すなわち出エジプト記 33 章 23 節

の解釈という視点から考察してみよう。教父の聖書引用・暗示個所を網羅的に示した

『ビブリア・パトリスティカ』の第五巻 11 はカッパドキア教父たちを扱っており、カ

イサレアのバシレイオス、ナジアンゾスのグレゴリオス、ニュッサのグレゴリオス、

そしてイコニウムのアンフィロキウスの著作に確認される聖書引用・暗示個所を示し

秦剛平訳『七十人訳ギリシア語聖書』、講談社学術文庫 2465、2017 年、344 頁。なお原文は次となる。

8

9

10 参照したのは次のテクストとなる。Rahlfs-Hanhart, eds. Septuaginta, Editio Altera, Deutsche Bibelgesellshaft 
Stuttgart, 1979. 

11 Biblia Patristica Index des citations et allusions bibliques dans la literature patristique 5, Editions du Centre 
national de la Recherche Scientifique, Paris, 2001, p. 164. 
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ている。出エジプト記 33 章 18 節から 23 節について引いてみると、23 節に関わる個

所は 18 節から 23 節までを扱う個所、21 節から 23 節、そして単独で 23 節のみを扱

う個所、合わせて 22 箇所が挙げられている。これらのうちバシレイオスは 23 節を引

用はしていないが、神を観るに至ったモーセの境涯を述べる行で暗示されているテク

ストがあり（PG30, 337D-340A）、そしてその『聖霊論』26 章 62 節に見られる解釈、

すなわち「岩」を神とかかわる場所として捉え、「岩」とは聖霊を意味するというテ

クストが見いだせる 12。

　ナジアンゾスのグレゴリオスの場合も引用はないが、一連の神学講話のなかの第二

講話に当たる『第 28 講講話』第 3 節では「かろうじて神の姿、その背中を見たのであり、

そのとき私は岩、すなわちわれわれのために受肉なさった御言葉によって覆われてい

た」と述べている 13。このように「かろうじて神の背中を見る」といういささか否定

的なニュアンスで語られるテクストは『第 32 講話』においても確認できる（16 節、

同様に第 37 講話 3 節でも）14。あるいは被造物を通して知られる神の偉大さのことを、

「神の背中」とするテクストは『第 28 講話』3 節に確認される 15。なおアンフィロキ

ウスには用例が確認されなかった。

　以上ニュッサのグレゴリオスのようにこの聖書箇所を積極的に捉えて、神の背中を

見て従うと解釈する例は確認されない。また引用する例もバシレイオス、ナジアンゾ

スのグレゴリオスの双方に見いだせない。ではニュッサのグレゴリオスの手にしてい

た聖書は「七十人訳」ではなく、これが記されていたのであろうか。『ビブリア・パ

トリスティカ』を引いてみると、ニュッサのグレゴリオスにおける出エジプト記 33

章 23 節の用例は一応 16 例が確認され、三者の中で多いことが分かる 16。そのほとん

どは『モーセの生涯』ではあるが、『雅歌講話』と『テオフィロスに宛てて』のテク

ストも挙がっている。『雅歌講話』第 12 講話（GNO VI, 354, 8; 356, 9）ではモーセが

絶えず大きくなっていったことに言及して、33 節の説明が見られるものの、フォー

ネーに言及することはない。また『テオフィロスに宛てて』（GNO III-2, 122, 8）では「光」

や「暗闇」といったモーセに対する神顕現の様態が列挙され、その中の一つに神の「背

中」が挙げられているのであって、フォーネーに言及するものではない。また『モー

12 B. Pruche, Basile de Cesaree Sur le Saint-Espirit, SC17 bis, 1968.
13 P. Gallay, Gregoire de Nazianze Discours 27-31, SC 250, 1978.
14 C. Moreschini, Gregoire de Nazianze Discours 32-37, SC 318, 1986.
15 テクストについては注 13 を参照．
16 本文で取り上げた『雅歌講話』と『テオフィロスに宛て』を除き、列挙しておきたい。『モーセの生

涯』第二部について、出エ 18 － 23；230 節、232 節、235 節、出エ 21 － 23 節；220 節、259 節、出
エ 23 節；221 節、223 節、239 節、240 節、249 節、252 節、254 節、263 節．なお以下ではこれらす
べての用例についてその用法を確認することはなく、関係するもののみに限定して論じていく。な
お不思議と Biblia Patristica のリストには 250 節が挙げられていない。
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セの生涯』のなかでエペクタシス論を扱う 219 節から 255 節以外の節も挙げられてい

るが、なかでも 259 節には 21 節から 23 節がまとめられて次のように記されている。

　［モーセは］神的な場所のなかを走りつつ岩の上に座し、その岩の穴に取り囲まれて神の御手に

覆われ、決して対面で見ることなく、その背中を見つつ、導き手の背後に従いゆくのである。17

　

　ここにフォーネーは使われず、また「呼びかけ」にも言及されない。用いた聖書に

も記されず、あくまでもグレゴリオスはエペクタシス論を展開する 219 節から 255 節

において、出エジプト記 33 章 23 節の解釈のなかにフォーネーを挿入しているのであ

る。では、このフォーネーがエペクタシス論とどのようにかかわることになるのか、

これを検討しなければならない。

5．フォーネーとエペクタシス論 18

 

　『モーセの生涯』においてエペクタシス論は、239 節に見いだせる定式、「神を観る

とは、決して欲望の満足を見出さないこと」とまとめられるが、その具体的な内容が

240 節以下で論じられることになる。つまり出エジプト記 33 章 21 節から 23 節に記

されている記事、すなわち神の顔を見ることはできないが、神は一つの場所を示し、

その岩の穴のなかにモーセを置き、手で覆いつつその場所を通り過ぎる。神が手を離

すとモーセは神の背後を見、止まることなく神に従いゆくこというものである。神の

顔でなくその背後を見ること、これが神に聴従することと解され、エペクタシス論が

展開していくのである。グレゴリオスはこのエペクタシス論を展開するにあたり、意

図的に出エジプト記 33 章 23 節に神のフォーネーを挿入している。このことはすでに

考察した 250 節において確認された。実は、同様の記事は先んじて 220 節においても

確認される。そこでは全体の要約をしつつ、当該箇所については次のように述べてい

る。すなわち「モーセは呼ばれて穴から出ると、呼ぶ者の背中を見る」19 とある。ここで

は神はモーセに「呼びかける」（　　　　　　　　　）ことになっている。また 223

節にも確認され、そこでも「呼びかけ」（ ）に言及されている。モーセが穴

18 なお『雅歌講話』においてもフォーネーとエペクタシス論との関連性は確認され、拙論を参照。「ニュッ
サのグレゴリオス『雅歌講話』における「声」の神学」、特に 36 頁から 38 頁．またエペクタシス論
については拙著『神認識とエペクタシス』（創文社、1998 年）を参照（特に第五章）。

17

19
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から出るのは、神が通り過ぎたあとその御手を外すからではなく、外されて呼びかけ

られるからだとグレゴリオスは解釈しているのである。さらに 249 節では次のように

記されている。

　

　ここまで到達し神の御手によって覆われた者は（御手とは諸存在を創造する神の力、その

肩を通して万物が生じた神の御独り子であろう。その方は走る者の場所であり、またご自身の

フォーネーに従えば 20 走る道となり、確かな者たちにとっては岩となり、休息する者たちの

家となる）、まさに御言葉が約束しているように、呼び掛ける方に聴き、呼ぶ者の背中を見る

であろう。即ち、法が命じるように、神なる主の背中に従い歩むのである。21 

　ここでは「呼び掛ける方」（　　　　　　　　　　）、「呼ぶ者」（　　　　　　 ）

と二度も出てくるが、文脈上出エジプト記 33 章 23 節について述べられていることは

明らかであろう。グレゴリオスのエペクタシス論は、アレテーの道をひたすら進み行

くことを述べ、これが神の無限性に応じたものになっているわけだが、そこには「呼

びかけ」という要素が重要であることが認められる。神の呼びかけに応じてモーセは

導かれるままに進み行く。『ビブリア・パトリスティカ』に挙げられている出エジプ

ト記 33 章 23 節に関わるテクストなかで 252 節、254 節では、いずれも背中に従いゆ

くことが語られている。さらに 263 節では神の背後にいることとは、アレテーへの導

きのためであるという。

　では、呼びかける神とは誰のことなのだろうか。出エジプト記 33 章 21 節にある

「岩」とはキリストを指すとグレゴリオスは考えており（248 節、249 節）、神の呼び

かけはキリストの呼びかけと重なっている。そのため神の背面に従いゆくことは、キ

リストに従いゆくことを意味している。この点で興味深いのは、シナイ山での雷鳴・

ラッパのことを観想する 159 節で、律法・預言に対してキリストの到来をフォーネー

の増大として解釈していたことである。たとえば『雅歌講話』ではこの救済史の出来

事について、律法と預言はフォーネーであるのに対してキリストの到来は受肉・顕現

として視覚的に解釈をする行がある（第五講話；GNO6, p.140f.）。しかしここではい

ずれもフォーネーの強度、大きさとして捉えており、次第に大きくなっていき受肉し

た神キリスト自身による宣教に至る。ここでのラッパの音は「神の本性に関する宣教」

20 ヨハネ福音書 14 章 6 節．
21
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（ ）のこととグレゴリオスは言う。また同じ文脈

にある 169 節においては、モーセ自身の歩みとして見れば「常に自己よりいっそう

高いものへとなって行く」こととしてエペクタシス的に捉えられるが、それは対応

する声が大きく明瞭になっていくからである。

　エペクタシスという不断の歩みは魂の単独の業、行為なのではなく、声を上げて

呼びかけるキリストに従うことということになる。グレゴリオスはそのため、岩の

割れ目に入り、通過した神に従うことについて論じつつ、そこに神の呼び声がある

と理解したのであろう。エペクタシスには、呼びかける「声」というものが不可欠

なものだと言える。251 節は、250 節の「岩の中で神の声を待ち、背中に従おうと祈

る者」と語られたことに直接続いて、「また、かつてモーセに語り掛けた主はご自身の法

を完成すべく来られ、同様に弟子たちに謎のうちに語られたことの意味を明らかにして説明

を果たされた。」22 と記し、福音書のいくつかの記事を提示している。ここで記されて

いる「かつてモーセに語り掛けられた」とは文脈上、250 節に続いており、出エジプ

ト記 33 章 23 節と関連する。また語り掛け、呼びかけるのは「主」、すなわちキリス

トであり、その具体的な言葉とは福音書の言葉なのである。

むすび

　本稿における『モーセの生涯』におけるフォーネーの研究は終着点にたどり着い

たように思われる。以下その主な成果を箇条書きにまとめてみる。

1）馬車レースの歓声を述べる第一部 1 節の用例を除くと、『モーセの生涯』におけ

るフォーネーの用例はすべて聖書と関連したものとなっている。

2） 出エジプトの後シナイ山における雷鳴・ラッパのフォーネーは、「音」というよ

りも、分節化された意味ある「声」として捉えられている。また、さらにさらに

大きくなっていくその声を受容するモーセが絶えず自己超越を重ねて、いっそう

前進していくものと捉えられている。

3）出エジプト記 33 章 23 節に関するグレゴリオスの解釈は独特のものであって、グ

レゴリオスはエペクタシス論との関連でフォーネーの要素を加えて神の背中を見

るとする。

4）エペクタシス論においては人間・魂の側の無限進行が論じられるところではある

が、グレゴリオスはここに神の呼びかけの要素を加える。つまり神の呼びかけに

22
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応じて人間は止まることなく神に向けて前進するのである。その呼びかけが福音

書の言葉であることは『モーセの生涯』において確認された。『モーセの生涯』に

おけるエペクタシス論に神の呼びかけ、神の声ということが認められることを確

認できたことは、本研究の特筆すべき成果であると思われる。

　以上のようにまとめられるが、それにしても、エペクタシス論における神・キリス

トの声、呼びかけとは何か。グレゴリオスの時代においてそれは具体的にどのような

声、呼びかけであったのか。おそらくその声は聖書の言葉であり、礼拝における聖書

朗読や説教の経験を指しているものと思われる。

＊本研究は、科研費（基盤研究（C）研究課題「カッパドキア教父における「神の声」としての聖書」）
の助成を受けてなされた研究の一部である。ここに記して謝意としたい。
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